






























































































































































































































































































































































愛 知 県 144 三菱重工業名古屋航空機22、アイシン精機19、愛知機械19、高丘工業17、三五17、東海ゴム12、朝日木工 9、フタバ産業 8、日本ハイパック 5
大 阪 府 91 堺化学20、敷島アルミ17、日立マクセル15、日本伸銅 7、大成鉄工 6
兵 庫 県 60 東芝姫路23、住金鋼材13、利昌工業 9、黒田鋳造 5
神奈川県 56 日産自動車追浜48
岡 山 県 43 三井造船玉野19、三菱重工業水島 9、川崎製鉄水島 6
千 葉 県 7
そ の 他 20
小　計 421 道路公団10（各県に分散）
福岡を除く九州各県 	38 三菱高島10、松島大島 8、三菱端島 7
計 459

















































































































































































































































・1986 年 12 月、三菱石炭鉱業は高島町との間に








































































































































































































































































































































































































































































鉱員 臨時鉱員 下請従事者 小計 鉱員 臨時鉱員 下請従事者 小計
三菱鉱業セメント
グループ
三菱セメント建材 6 2 0 8 11 1 2 14 22
三菱建設 3 0 0 3 3 0 0 3 6
北海道油設 4 0 0 4 0 0 0 0 4
その他 8社 6 2 0 8 3 0 0 3 11
小計 19 4 0 23 17 1 2 20 43
三菱グループ
三菱アルミニウム 0 0 0 0 7 0 0 7 7
三菱油化 0 0 0 0 5 0 0 5 5
その他 7社 5 1 0 6 2 0 0 2 8
小計 5 1 0 6 14 0 0 14 20
職業安定所および
自己開拓 75 3 17 95 6 1 1 8 103
会社開拓 39 2 0 41 31 1 4 36 77
誘致企業 9 0 7 16 0 0 0 0 16






















































































































































































































（42）雇用問題研究会「三菱石炭鉱業 ( 株 ) 高島鉱
業所　閉山 1年後のレポート」『職業安定広報』
1988 年 2月　P6～ 7。
（43）2015 年の高島の人口は、長崎市高島行政セン
ター発行『PARADISE　TAKASHIMA』2015年７
月　P5。420人という数字は2015年7 月時点の
ものと推測される。
（44）長崎高島水産センターについては、長崎市高
島行政センター発行『PARADISE　TAKASHIMA』
2015年７月　P10～11。2015年10月に長崎高
島水産センターのホームページを参照。
（45）	崎永海運トマト事業部については、長崎市高
島行政センター発行『PARADISE　TAKASHIMA』
2015年７月　P10～11。2015年10月に崎永海
運のホームページを参照。
（46）日本経済新聞1987年１月28日。
　永峰好美「閉山・高島鉱ルポ　町の灯りが消え
ていく」『母の友』福音館書店　1987年９月、
P17～18 をみると、三菱石炭鉱業の鉱員にとっ
て、高島での生活条件はきわめて恵まれたもの
であった。福利厚生面でも手厚さがわかる。鉱員
住宅の部屋は六畳の和室が２つと四畳半の台所、
トイレという間取りであった。家族の多い世帯
では二戸貸しが普通だった。この場合、社宅料
は月わずか3500円。電気、水道、プロパンガス
は会社からの補助により、それぞれ島外の一般
世帯と比較すると、それぞれ通常の５分の1以下、
３分の１以下、約２分の１で済んだ。また長崎・
高島間の乗船券も、年間大人72枚まで会社が半
額負担された。
（47）日本経済新聞1990年３月23日。
（48）	日本経済新聞1989年12月23日、日本経済新聞
1990年２月24日、日経産業新聞1990年２月26
日、日経産業新聞1990年５月 8日。
（49）三菱南大夕張炭鉱労働組合『起点　解散記念誌』
　1990年　P128。
（50）日経産業新聞2006年３月17日。
